
　　　　　　　日　時　 平成26年７月19日（土）PM２：00～PM４：20

　　　　　　　会　場　 兵庫県医師会館 ２階「大会議場」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸市中央区磯上通６-１-11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ（078）231－4114

　　　　　　　•本講演会は、日本小児科学会専門医研修集会２単位、
　　　　　　　　　 並びに日医生涯教育講座２単位（カリキュラムコード １.２）です。

　　　　　　　•参加費として1,000円徴収いたします。
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新生児の聴覚スクリーニング

        １．「兵庫県における新生児聴覚スクリーニング検査の現況
　　　　　　　　　　　　　　　　　～難聴診断後の措置と療育まで」

                        兵庫県立こども病院　耳鼻咽喉科　部長

　　大　津　雅　秀

                        座 長　兵庫県立こども病院　副院長

　　　　　　　　　　　　　　　  　上　谷　良　行

　　　２．「新生児聴覚スクリーニングの現状と問題点
　　　　　　　　　　　　　  －岡山方式を振り返り、そして未来へ－」

                        倉敷成人病センター 小児科　主任部長

　　御　牧　信　義

                        座 長　神戸大学大学院医学研究科内科系講座　小児科学分野　教授

　飯　島　一　誠

　先天性両側性聴覚障害は1000人に１～２人程度とされ、その障害に気づかない場合、耳からの情報
に制約があるため、言語発達が遅れ、コミュニケーションに支障をきたし、情緒や社会性の発達にも影響
を生じます。難聴を早期発見し、生後半年頃までに適切な療育を開始することを目標に1993年NIH勧告
が出されて以来、新生児聴覚スクリーニング検査（NHS：Newborn Hearing Screening）は、アメリカ各
州で普及してきました。
　日本では1997年に自動ABR装置が導入され、2001年から厚生省モデル事業としていくつかの自治体
でNHSが導入されました。モデル化された地域では関係する産科、小児科、耳鼻咽喉科、難聴児療育機
関、母子保健や障害者福祉等の行政担当者による協議会が結成され、スクリーニング体制の整備がなさ
れてきました。
　一方兵庫県では、これらのモデル事業や補助金の対象にならず、公的な協議の場も設定されなかった
ため、各医療機関が自発的にスクリーニング検査を導入しているのが現状です。既存の耳鼻咽喉科の乳
幼児難聴担当施設では、スクリーニング施設から精密検査の依頼を受けて難聴の診断・治療とその後の
経過観察を担当し、聴覚特別支援学校や難聴児療育通園施設での療育への橋渡しを行なっています。
各医療機関で個別に対応をしているため、全県的なスクリーニング検査の実施率、受検率や要精密検
査者数、陽性的中率等のデータの集積はなされていませんでした。平成25年になり兵庫県が主導して、
新生児聴覚スクリーニング検討協議会が立ち上げられました。これにより初めて全県でのスクリーニング
検査の実態調査ならびに検査後の精密聴力検査の実態調査がおこなわれ、県内のスクリーニングの現
状が明らかとなりました。協議会では関連職種による現状の問題点の把握、今後のスクリーニング体制の
整備、検査マニュアルの作成、保護者支援体制の整備等が検討されています。
　本日は、上述の兵庫県における実態調査の概要、日本耳鼻咽喉科学会による全国集計の概略、耳鼻
科精密検査施設での難聴乳幼児の診断とその後の措置、兵庫県聴覚特別支援学校での難聴児療育
の実態をご紹介いたします。
　新生児聴覚スクリーニング検査の担当者は、難聴児の発見、診断、治療、療育から社会への適応まで
長い期間にわたる成長の過程についての知識を持って保護者に対応する必要があります。難聴児の早
期発見・療育開始がなされる成果が上がる一方で、偽陽性であった保護者からは、スクリーニング並びに
精密聴力検査結果の説明で不安、ストレスを感じたので、配慮を望む声も聞かれます。本日の講演が県
下の聴覚スクリーニング検査体制の整備にご参考になれば幸いです。

 兵庫県における新生児聴覚スクリーニング検査の現況
 ～難聴診断後の措置と療育まで

兵庫県立こども病院　耳鼻咽喉科
　　　　　　　大津　雅秀
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